
 

 

 

 

平成２０年３月２１日 

各   位 

会 社 名 株 式 会 社  さ い か 屋 

代 表 者 取締役社長  岡本 康英 

  （コード番号 ８２５４ 東証第２部） 

問合せ先 取締役経理部長 岡田 一成 

（TEL. ０４４－２１１－３１５７） 

 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

１．特別損失の発生とその内容 

（１）減損損失 

横須賀店は、商圏人口が減少し消費購買力が低下し競合が激化するなかで、平成１９年２月期中に売場

のリニューアルを行い売上の向上を図るとともに、管理部門の人件費の削減をはじめ経費の削減に努めま

したが、当期も収益面での充分な改善が見られず将来の回収可能性を検討した結果、減損損失を計上する

ことといたしました。 

この結果、償却資産の簿価から約 11 億 3 千 4百万円の減損額を見込んでおります。 

（２）商品券回収損失引当金 

   従来、未回収の商品券につきましては、一定の期間が経過した時に、負債計上を中止して営業外収益に

計上してまいりましたが、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職

慰労金に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会 監査・保証実務委員会報告第４２号 平成１９

年４月１３日）の公表を受け、当連結会計年度から将来回収時に発生する損失に備えるため、当該商品券

の将来回収見込み額を合理的に見積もり、引当金として計上することといたしました。 

この結果、当期首時点で計上すべき過年度の引当金繰入相当額５億８百万円を特別損失に計上し、当連

結会計年度の引当金戻入１千１百万円を営業外収益に計上する予定です。 

 

 

２．平成２０年２月期連結業績予想数値の修正(平成１９年３月１日～平成２０年２月２９日)  

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）   ７３，１００ １，２００     ７２０     ３００

今 回 修 正 予 想（Ｂ）   ７２，７７０ １，０５０ ６２０ △９７０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △３３０ △１５０ △１００ △１，２７０

増 減 率（％） △０．５ △１２．５ △１３．９ －

ご参考前期実績 

（平成１９年２月期） 

 

  ７５，２０８

   

 １，２２５

 

    ７７３ 
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３．平成２０年２月期個別業績予想数値の修正(平成１９年３月１日～平成２０年２月２９日)  

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ）  ７１，４００ ６２０      ４２０     １５０

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ７１，１５０ ５００ ３２０ △１，１３０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２５０ △１２０ △１００ △１，２８０

増 減 率（％） △０．４ △１９．４ △２３．８ －

ご参考前期実績 

（平成１９年２月期）  ７３，５１９ ６２０

 

     ４４９     １６４

 

修正の理由 

  個別につきましては、上記１.による特別損失の計上等により修正するものです。 

連結に於いても、個別業績の修正及び連結子会社の最近の動向に基づき修正するものです。 

以上 

 

（注記） 

  上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 


